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は じめに

青年 とその父母の関係 について、ペアデータの収集を1995年 か ら始め、分析 を1997年 から開

始 してきて、解析法 に関 して一応の目安がついた。 しか し個々の家族に関しての分析法はまだ見

つかっていない。 したがって本論文は、その新 しい解析法を模索するための試みである。

目的

本田ら(2000,2001)は 、青年とその両親の 「家庭の雰囲気の関係」における世代 間伝達や時

代的変化 について分析 した。

今回は、「沖縄」 という、ある種県内での婚姻、同 じ氏族の結びつきの強い土地柄(チ ーム

T・A「 地域科学」研究室'95、1996;安 藤、1998)に おける青年(高 校生)と その父 ・母の関

係 を自己認知によって分析することを目的 とする。

方法

調査回答者:子 ども(沖 縄の高校生、男45名 、女43名;年 齢:15-19歳 、平均16.4歳)

父親(年 齢:37-63歳 、平均47.0歳)

母親(年 齢:36-62歳 、平均45.4歳)

調査時期:1998年9-10月

結果および考察

1.子 どもアンケー ト1

13-15歳(中 学時代)の 主 として対人関係(親 ・教師 ・仲間)に ついての質問、15項 目に5

件法(あ てはまる、ややあてはまる、 どちらともいえない、あまりあてはまらない、あてはまら

ない)に よって回答 して もらった。それを1-5に 置換 し、因子分析(主 成分分析およびバ リマ

ックス回転)を 行 った。因子負荷量.400以 上の項目を採用すると、子 どもは3因 子が、父親 と母

親がともに2因 子が抽出された。父親と母親の因子構造は単純構造になったが、子 どもの因子構

造 は2項 目が2つ の因子に重複 してお り、 また項 目14は 負荷量が.400未 満だったので削除 した。
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付表1ア ンケー ト1

1.私 はクラスメー トか ら優等生だと思われていた。

2.私 はだいたい自分の方か らけんかをしかけた。

3.私 と親 は、価値観が似 ていた。

4.私 は、親 に反対 されても、自分の したいことをや った。

5.外 出 するときは、たいがい親に行 き先を告 げていた。

6.親 は、私が誰 と何 をしているのか知 らないことが多かった。

7.私 は、自分 から進んで家の仕事 を手伝 った。

8.私 は、親 とよ く議論を した。

9.私 は、親 と仲が良かった。

10.私 は、親が干渉 しす ぎるといつも感 じていた。

11.私 は、親が私 をもっと自由にさせて くれなかったことを恨んでいた。

12.弱 い ものい じめに関 しては、私 はい じめるほうの仲間に入 っていた。

13.私 は、先生達 とうまくやってこれなかった。

14.も し私が生徒会役員に立候補 した ら、生徒 の多 くは私 に投票 して くれたであろう。

15.親 は、私 を友達のように扱 って くれた。

因子 名は次 の とお りであ った。

A)子 ど もの第1因 子 は 「独立 ・自己主張」、第2因 子 は 「自由 ・闊達」、 第3因 子 は 「自尊 感情」。

寄与 率 は第1因 子 が20.700%、 第2因 子 が13.623%、 第3因 子 が11.908%で 、 全体 と して

46.231%で あ った。

B)父 親 の第1因 子 は 「奔放」、第2因 子 は 「親 に従順」。寄 与率 は第1因 子が26.746%、 第2因 子

が15.090%で 、 全体 として は41.836%で あ った。

表1子 どもの成分行列(ア ンケー ト1)

成 分

1 2 3
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a.696

注)「 一」 は10.11未 満
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表2父 兄の成分行列(ア ンケー ト1)

成 分

1 2

FSS13
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1灘鑽

固 有 値4.0122.264

寄 与 率26.74615.090(41.836)

a.784.714

表3母 親の成分行列(ア ンケー ト1)

成 分

1 2
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-
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一
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C)母 親の因子構造は、項 目の大 きさや順番 こそ違っているが、第1因 子、第2因 子 とも父親の

それ と同 じく 「奔放」「親に従順」であった。 しかし寄与率は第1因 子が24.039%、 第2因 子

14.479%で 、全体 として38.517%と やや低かった。

また因子的妥当性および信頼性を表す α係数は子 どもの場合.7以下でかなり低かったが、父母

の α係数 は.7以上であった。 この点や因子数が父母に比 して多かったのは、子 どもは親よりも回

想する時期が近 くヴィヴィットに想起 したためかもしれない。 また父母の自己認知の因子構造が

他の調査結果(本 田、未発表)と 違って極めて類似 していたのは、沖縄 という地域の特性 と考え

られる。

2.ア ンケー ト2

現在の考え ・価値観 ・人生観 ・生活観についての質問、56項 目にアンケー ト1と 同様に5件 法

によって回答 してもらい、それを因子分析 して、因子抽出、バリマ ックス回転を行った。因子負

荷量.400以 上の項 目を採用すると、子 どもは5因 子、父親は3因 子、母親は4因 子が抽出 された。

子 どもの因子分析では56項 目中32項 目が負荷量.400未 満で削除された。父親や母親の分析では、

削除 された項 目は9項 目と6項 目であった。

付表2ア ンケー ト2

1.日 本 人は目上の人に従 うことを重視 しす ぎる。

2.子 どもたちに、目上の人を尊敬 し従 うことを教 えるのは、大切な教育である。

3.し つ けの良い子は、一度注意されたことを二度 と繰 り返 さない。

4.青 少 年の犯罪 を増やさないためには、若者の犯罪 にもっと厳 しい罰 を与えるべ きである。
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5.親 に対 して、愛情や感謝、尊敬の気持 ちを持たないような人間は最低である。

6.国 家 に対 して愛国心 と忠誠心 を持つ ことは、国民の重要な義務である。

7.若 者が川頁調 に発達す るためには、大人の十分な理解 と忍耐が必要である。

8.若 者 は時々反抗的な考えを抱 くが、『大人』になるためには改めるべ きである。

9,親 が子 どもをあまりかまいす ぎると、その子 は社会の中で うまくやっていけないか もしれない。

10.目 上 の人達の都合だけで決められたと思 う規則 には、違反 して もかまわない。

11.子 ど もが親 に口答えすることを許すべ きではない。 さもない とその子は親 を尊敬 しな くなるだろ

う。

12.弱 者が不当な扱いを受けていたら、 まともな人間なら黙 っているべ きではない。

13.貧 しい人々に同情する必要はない。なぜなら人生に勝負 はつきものだから。

14.誰 で も平等 なチャンス と平等 な報酬 を与えられるべ きである。

15.人kは 、必要なものを手 に入れる権利 を平等に持っている。

16.勤 勉 で有能な人間は、ほかの人達 よりも金持ちになる資格がある。

17.性 差 別 は、現実 にはなかなかなくならない。

18.我 々 は人間として全て平等でなければな らない。

19.グ ル ープで何 かするときには、仲良 くすることよりも、 目的を達成することの方が大切だ。

20.平 等 な集団は、上下関係が明確な集団よりも仕事の能率が低い。

21.人 は、強制 されないと働かない場合が多い。

22.社 会 や経済の しくみを変えれば貧困がな くなると思 うのは馬鹿 げている。

23.小 さな集団は リーダーはいらない。全員が平等であったほうがいい。

24.日 本 には人種差別があると主張するのは間違 っている。

25.家 族 の期待 を裏切るのは利己的である。

26.周 囲 に協調 しないで トラブルを起 こす人は、尊敬 されない。

27.み んながや りたがっていることに反対 を唱えられる人は、変わ り者である。

28.理 想 、繊細な感性、 自己認識などの豊かな内面世界 こそ、真のやすらぎをもた らす。

29.他 人 の忠告から学ぶ ことは多いので、行動す る前 に、なるべ く人に相談するべ きである。

30.自 分 一人の力 と努力で自分の生活 を大切 にできることはすばらしい。

31.人 生 のスター トは親から与えられるが、どんな人間になるかは本人の努力で決まる。

32.孤 独 を恐れない人は、人々か ら賞賛 される。

33.周 囲の人々のおかげで、人生に喜びを見いだす ことがで きる。

34.個 人 主義者は最良の人生を切 り開くことができる。

35.自 分 の内面は、見つめるにもっとも値するテーマである。

36.黙 想 は、人間の最高の活動である。

37.私 には、本当に理解 しあえる人がほとんどいないようだ。

38.私 は、他人から信頼 されているほうだ と思 う。

39.私 の ことを真剣に考えて くれる人 もいるだろうと思 う。

40.自 分 の していることの意味が分か らなくなることがある。

41.私 は、社会の中で取 るに足 らない小 さな存在のように思う。

42.私 は、無用 な人間だ と思う。

43.他 人 は何 を考えているか分か らず、信頼で きないように思 う。

44.私 は、人付 き合いのいいほうである。

45.自 分 は欠点だらけの人間だと思 う。

46.心 を打 ち明けて話 しがで きる人は、私にはあ まりいないように思う。

47.た ま らなく自分が嫌 になることがある。
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48.現 代社会は、生活 しづ らい と思 う。

49.殺 伐 とした社会に息苦 しさを感 じる。

50.私 の 生き方 は、心か ら納得できるものである。

51.私 の毎 日は、実に 『のびのび』 しているように思 う。

52.何 の 目標 もな く、 日々を暮 らしているような気がする。

53.私 は、もし生 まれ変 われることがで きたら、今度 は別の人になりたいと思 う。

54.『 自分な りに一生懸命生 きていて満足だ』 と思う。

55.世 間で起 こっていることに、ほとんど関心が ない。

56.わ りあいマイペースで毎日を過 ごしてい ると思 う。

子 どもの第1因 子(9項 目)は 「虚無感 」、第2因 子(8項 目)は 「ナ イーブ」、第3因 子(8項

目)は 「権威 的」、第4因 子(4項 目)は 「人 生謳歌」、第5因 子(3項 目)は 「閉塞感」 で あった。

父親 の第1因 子(29項 目)は 「功利 的」、 第2因 子(13項 目)は 「無力 感」、第3因 子(5項 目)

表4子 どもの成分行列(ア ンケー ト2)

成 分

1 2 3 4 5
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表5父 親の成分行列(ア ンケー ト2)

成 分
1 2 3
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は子 どもの第4因 子に類似 してお り 「楽 しさ ・楽観」因子 と命名 した。母親の第1因 子(12項 目)

は、ほとんどの項目が父親の第2因 子 と重複 し 「無力感」、第2因 子(15項 目)は 父親の第1因 子

に含 まれる項 目が多 く 「功利的」、第3因 子(12項 目)は 父親の第3因 子を含み 「人生満足」、第

4因 子(ll項 目)は 「保守的」 と命名 した。

寄与率は子 どもの場合第1因 子 ～第5因 子まで、11.090%～7.660%で 全体 として46.590%で あ

った。父親の場合第1因 子～第3因 子 まで22.654%～7.913%で 全体が45.447%で あった。母親の

場合第1因 子～第4因 子 まで14.761%～8.795%で 、全体 としては47.909%で あった。

因子的妥当性お よび信頼性の α係数は、子 どもの場合が.61～.78、 父では.78～.94、 母では.79
～.93で かな り高い ものが多かった。

次 に、現在の子どもの各因子がどのように中学時代の子 どもの因子、中学時代お よび現在 の父

や母の因子から影響 を受けているかを調べ るために、以下の ような変数 を用いて、重回帰分析

(ステ ップワイズ法、p<.05)を 行った。

投入する独立変数は

独立変数:現 在の子 どもの第1因 子～第5因 子

従属変数:中 学時代 の子 ども ・父 ・母のそれぞれ3因 子、2因 子お よび2因 子、現在の父 ・母

の3因 子および4因 子

結果は次のようであった:

①第1因 子(虚 無感)は 、父親の中学時代の 「奔放」因子 と母親の現在の 「無力感」が β=.291

と.290、R2=.188(調 整済みR2=.169)、p=.0001で あった。父の中学時代 の 「奔放」さに憧れ

ながら現実には母の 「無力感」に影響 されているのであろう。

②第2因 子(ナ イー ブ)は 、子 ど もの 中学 時代 の 「自由 ・闊達」 因子 の みが β=.272、

R2=.074(調 整済みR2=.063)、p=。010で あった。中学時代の 「自由 ・闊達」さは現在の 「ナ

イーブ」 さに少 し影響を与えているようである。

③第3因 子(権 威的)は 、条件 に合 うような変数は見つからなかった。

④第4因 子(人 生謳歌)は 、中学時代の父親の 「親に従順」因子が β;.244、R2;.060(調 整済

みR2=.049)、p<.022で あった。中学時代 「親に従順」だった父は、子 どもに人生 を謳歌させ

ているのであろう。

⑤第5因 子(閉 塞感)は 、父親 の中学時代 の 「奔放」 因子が β=.493、R2=.243(調 整済み

R2=.234)、p<.0001で あった。生 き辛さを感 じている子 どもは、第1因 子 と同様 に父親の中

学時代の 「奔放」 さに憧れているのであろうか。

子どもの現在の自己認知は、父親の中学時代の自己認知か らの影響がかなりみられたが、母親

からの影響は皆無であった。また当然ではあるが、自分の中学時代の自己認知からも影響されて

いた。現在 の父母の自己認知からの影響は母親からのみであった。これは、子 どもの中学時代が

思春期で、親を避け,わ ずかに母親 と接触するのであろうか。

さらに子 どもの中学時代の自己認知を、父 ・母の中学時代 および現在の自己認知によって説明

しようとすると、中学時代の子 どもの自己認知は父母の中学時代の自己認知だけに関係 し、現在

の自己認知 には関係 なかった。「独立 ・自己主張」因子は、父親の 「奔放」因子 と母親の 「親 に

従順」因子がそれぞれ β=.766、 一.162、R2=.602(調 整済みR2=.592)、p<.0001で あった。すな

わち独立的で自己主張的な子 どもは奔放 な父親からプラスの影響を、親に従順 な母親から負の影

響 を受 けた と思 われる。 「自由 ・闊達」 因子 は、父親の 「奔放」 因子 に よって説 明された。
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表7 子どもの現在の自己認知(従 属変数)

母F1:奔 放

F2:親 に従1頂

と他の自己認知の関係

現 在

功利的

無力感

楽しさ

無力感

功利的

人生満足

保守的

表8子 どもの中学時代の自己認知(従 属変数)と 他の自己認知の関係

盥 現____在

功利的

無力感

楽しさ

無力感

功利的

人生満足

保守的

β=.225、Rz=.051(調 整 済みR2=.040)、p=.035。 自 由闊達 な子 どもは 「自尊」 因子 は、「奔放」

因子 と同様 に、 父親 の 「奔放 」 因子 が 説 明変数 とな ってい た。 β=.354、R2=.125(調 整 済 み

R2=.115)、p<.0001。 自尊感情 の強い子 どもは、奔放 な父親 に よって影響 された ようであ る。

3.a)父 親 の現在 の 自己認知 を従属 変数 と して、説明変 数 と して中学時代 の子 どもの3因 子 お よ

び父 母の、 それ ぞれの2因 子、 そ して現在 の母(妻)の4因 子 を用 い ての重 回帰分析 に関す る結

果 は次 の よ うであ った。

父親 の現在 の 自己認知 に関係の あるの は中学 時代 の 自分 と現在 の母 親(妻)で 、子 ど もや 中学

時代 の母親(妻)と は無関係 であ った。第1因 子(功 利 的)は 中学 時代 の 「親 に従順」 因子 のみ

が説 明変数 で あった。 β=.339、R2=.115(調 整 済みR2=.105)、p<.001。 中 学時代 か ら親 に従

順 である こ とが人生 をうま くや っていける と思 って いたのだ ろ うか。第2因 子(無 力感)は 条件

に適合 す る説明変 数が見 つか らなか った。第3因 子(楽 しさ ・楽観)は 説 明変数が2つ あ り、 中

学 時代 の 自分 の 「親 に従順 」 因子 と現在 の母(妻)の 「無 力 感 」 因子 で 、 β=.508、 一.197、

R2=.295(調 整 済 みR2=.278)、p<.001。 す なわ ち楽観 的 な父は、 中学時代 に親 に従順 で 、無気

力 でない妻 か ら影響 されてい るの であろ う。

b)母 親 の 現在 の 自己認知 を従 属変 数 と し、説 明変数 と して、 中学時代 の子 どもの3因 子 お よ
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び父 母 の、それ ぞれの2因 子 、そ して現在 の父(夫)の4因 子 を用 いて の重 回帰分析 に関す る結

果 は次 の ようであった。 この解析 で は、父親(夫)が 中学時代 も現在 も関係 なか った。

第1因 子(無 力 感)は 、説 明変 数が母 親の 中学 時代 の 「奔放」 因子 と子 どもの現在 の 「虚無感 」

で 、 β=.462、.279、R2=.316(調 整 済みR2=.300)、p<.0001で あ った。無気力 な母親 は、 中学

時代 の 自分 を奔 放 だ と回想 し、現在 の虚無 的 な子 どもか ら影響 を受 けてい る ようであ る。第2因

子(功 利 的)に 関 しては、適合 す る説 明変数 は見 つか らなか った。第3因 子(人 生満足)の 説明

因子 は、 中学 時 代 の 自分 の 「親 に依 存 」 因子 と子 ど もの現 在 の 「ナ イ ー ブ」 因子 で あ っ た 。

β=.564、.215、R2=.371(調 整 済 みR2=.356)、p<.001。 人 生 をエ ンジ ョイ してい る母親 は 、

中学 時代 に親 に従順 で、現在 ナ イー ブな子 ど もに影響 され てい る。第4因 子(保 守的)は3つ の

説 明因子 が あ り、中学 時代 の 自分 の 「親 に従順」 因子 と 「奔放」 因子 、子 どもの現在の 「権 威的 因

子」 であ った。 β=.360、.300、191、R2=.305(調 整 済 みR2=.280)、p〈.001。 中 学時代 の親 に

従順 であ り、 かつ奔放で ある 自分 と、人生 を謳歌 してい る現在 の子 ど もに、保 守的 な母親 は影響

されてい る と思 われ る。

表9父 母の現在の自己認知(従 属変数)と 他の自己認知の関係
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